
 

 

傘できらきらキャンドル 
 

 

 

 

 

〇時期…通年  

〇所要時間…１時間程度  

〇対象…幼児以上  

〇定員…１００名 

〇実施場所…A営火場・B営火場 

〇指導…団体のみ 

 

〇団体が用意するもの                〇自然の家が用意するもの 

音楽など                      ビニール傘・LED キャンドル 

電池（１本につき２つ） 

 

 

〇服装 

防寒着・雨具 

 

 

                           

〇活動手順                     〇キャンドルの使い方 

【活動前】 

・事務室から傘と LED キャンドルと電池を受け取る。 

・キャンドルに電池を入れる。 

 

【活動時】 

１．集合場所に集まる。    

   

２．傘できらきらキャンドルを開始する。 

・傘は振り回さない。 

 

（例） 

【A パターン】                   【B パターン】 

①円になり、静寂な雰囲気を作る。          ①円や星などの形になるように並ぶ。 

②最初の人がキャンドルを点けて           ②最初の人は傘を傾けて、隣の人の傘に 

ふりかえりを発表する。               触れる。 

③となりの人に感謝を伝えながら           ③隣の人は傘に触れられたらキャンドルを 

キャンドル同士をくっつける。            点ける。 

④となりの人はキャンドルを点け、          ④全員が点灯したら、反対回りでキャンドル 

 ふりかえりを発表する。               を消していく。 

⑤全員がキャンドルをつけるまで繰り返す。 

⑥全員のキャンドルが点いたら 

中央に向かってキャンドルをかかげる。 

⑦一斉にキャンドルを消す。 

 

３． 終了後、事務室に物品を返却する。 

厳粛な雰囲気の中で、自己を振り返り、仲間の良さを伝え合うなど心の成長を図るとともに、キ

ャンドルを囲み、より良い仲間作りができる。傘とＬＥＤキャンドルを使用するため、雨の日でも安

全に実施できる。 

炎の部分を押す

と点灯する。 

中身を出し、単４電池を

標記の向きで入れる。 


